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157　　　　 in．si加 hybridization法に よ る着床期

胚 で の 絨毛性 ゴ ナ ド トロ ピ ン mRNA 発現部位の 同

定

一
般講演 口産 婦 誌 48巻 臨時増刊

15B　　　　正常妊娠各期絨毛 トロ ホ ブ ラ ス トの 増

　殖能 と ア ポ トーシ ス ： 腫瘍性 トロ ポ プ ラ ス トとの

　比較
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［目的 1絨毛性 ゴ ナ ド トロ ピ ン （CG ）の 発現 は発生極

初期、＆ ell程度の 時点で始まっ て い る 。 胎生初期、

特 に 着床 期 の 胚 に お け るCG の 遺伝子 発現 は 胚 の

着床、発育 と密接に 関連 して い る 可 能性が強 い 。

我々 は着床期 の 胚 の 各組 織 に おけ るCG α な ら び

に βsubunit の mRNA 発現動態を検討 した。

1方法］CGは 霊長類 に特異的 である た め、マ
ー

モ セ ッ

トモ ン キ ー
の CG をク ロ ーン し実験 に 用 い た 。 胚

は マ ト リ ジ ェ ル で コ ー
テ ィ ン グ し た プ レ

ー
トで 培

養し、着床極 初期 に 相当す る 時点 で 連続切片を作

成 した 。 こ の 切 片で CG α 、 なら び に βの RNA プ

ロ
ー

ブ を 用 い て in・situ ・hybridizationを施行 した 。

［成績ICGβprobeで in−situ　hybridizationを行 っ た と

こ ろ、CG βn1RNA は胎児極側 の 絨毛膜 に 局在的 に

強 く染色する パ タ
ー

ン で 発現 し、壁 側 の絨毛膜に

は少量 しか発 現 して い なか っ た 。 また 、CG βmR

NA の 発 現は 均
一

で な く強 く発 現 し て い る部分と

弱 く発現 して い る部分 が混在 して い た 。 CG β mR

NA はlnner　Cell　Mass 、内胚葉 各部 や 中胚葉 で は 全

くそ の 発現 を認 め なか っ た。一
方、CG α probe を

用 い て in・situ 　hybridi　zation を行 っ た とこ ろCG α mR

NA の 発現 は 胎 児極 側 の 絨 毛膜 で も壁側の 絨毛膜

で もみられ、そ の 発現の パ タ
ー

ン もより均
一で あ っ

た 。 また、CG α mRNA は lnner　Cell　Massに も不均

一
に 少量発現 して い た。

［結論1CGα なら びに βmRNA の発現 は着床初期 の

胚 で すで に臓器特異 的 に 制御 さ れ て い る事が 明ら

か に な っ た 。 こ の CG は何 らか の 生 理活性 を発揮

して い る もの と考え られ 、 胚の 着床 との 関連 も
．k

分 に考え られ る 。 今後の 研究 に よ っ て 初期胚 の 着

床、発育 の 機構 の 解明 に大きな手が か りを与 え る

こ とが期待され る。

　 ［目的コ正常妊娠各期 の 胎盤絨毛、奇胎絨毛な

らび に絨毛癌 トロ ホ ブ ラ ス トの増殖能とア ポ トー

シ ス 発現態度を比較 し、胎盤 の 発育と トロ ホ ブ ラ

ス トの 腫瘍化に伴 うア ポ トーシ ス の 意義 を考察 し

た。　［方法］イ ン フ t 一
ム ドコ ン セ ン トを経 て 得

た 正常妊娠各期絨毛 、奇胎絨毛、絨毛癌 の 組織切

片上 で、proliferating　cel1　nuclear 　antigen （PCNA ＞

と bcl−2蛋白発現をABA 法で 免疫組織化学的 に 検

討 し、また ア ポ ト
ー

シ ス 特有の DNA 断片化発現を

in　situ　DNA 　3’・end 】abeling 法 に よ り調べ た 。　［成績］

正常絨毛の 場合 、 PCNA とDNA 断片化は

cytotrophoblast （C 細胞）に発現し、そ の発現 レ ベ

ル は 妊娠初期 に高 く、妊娠経過 と共 に減少 した 。

bc1−2蛋白は syncytiotroph 。blast 〔S細胞）に 主 と し

て 発現 し、その 発現 レベ ル は 妊娠経過 と共 に 増加

した 。 奇胎なら び に絨毛癌 トロ ホ ブ ラス トの 場合 、

PCNA の 発現 は高い が、　 bcl−2蛋 白とDNA 断片化シ

グナ ル の 発現は低 い こ とを認めた 。 　［結論コ正常

絨毛で は、C細胞の 増 殖能とア ボ トーシ ス 発現 は

共 に婬娠初期に強 く妊娠末期に低下 した の に対 し、

S細胞 に 主 と して 局在す る ア ポ トーシ ス 抑制遺伝

子 bcl−2の 蛋白発現 は 妊娠末期 に 増加 した。こ の こ

と よ り胎盤の 発育と維持は トロ ホ ブ ラ ス トの 増殖

と ア ポ トー
シ ス な らび に ア ポ トーシ ス 抑制機構の

中 で 巧妙 に 調節 され て い る こ とが推察され た ． ま

た腫瘍性 トロ ホ ブ ラ ス トで は ア ポ トーシ ス とア ポ

トーシ ス 抑制系の 発現が共 に 低 く、高 い 増殖能 を

示すこ とが特徴的で あ っ た 。
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